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二
度
目
の
安
倍
晋
三
政
権
が
発

足
し
て
３
カ
月
。
こ
の
間
に
円
は

対
ド
ル
で
も
対
ユ
ー
ロ
で
も
２
割

程
度
も
下
が
り
、
こ
れ
を
好
感
し

て
東
証
平
均
株
価
も
２
割
以
上
、

上
昇
し
た
。
大
手
メ
デ
ィ
ア
は
こ

れ
を
概
ね
歓
迎
し
て
い
る
。

　

そ
の
裏
で
、
危
機
も
着
々
と
進

行
し
て
い
る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
、

「
財
政
赤
字
」
を
置
き
去
り
に
し

て
い
る
か
ら
だ
。
今
後
、
政
権
が

ひ
と
た
び
金
融
緩
和
の
手
を
緩
め

た
ら
、
為
替
や
株
式
相
場
が
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
に
反
応
し
、
再
び
経
済
は

変
調
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

今
号
の
オ
ル
タ
ナ
パ
ー
ソ
ン
で

対
談
し
た
藻
谷
浩
介
・
日
本
総
研

主
席
研
究
員
も「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

で
は
、
日
銀
が
動
く
と
全
て
の
経

済
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う

に
言
う
が
、
本
来
す
べ
て
を
動
か

せ
る
わ
け
は
な
い
」と
指
摘
す
る

（
22
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
日
本
の

政
治
が「
人
口
減
少
」や「
貧
富
格

差
」を
始
め
と
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
的
課
題
を
事
実
上
、
放
置
し

て
い
る
こ
と
だ
。
安
倍
政
権
だ
け

「アベノミクス」は今のところ好調に推移しているようだが、その行く末を案じるエコノミスト
は多い。人口減少や貧富格差の拡大など社会的課題も積み残しのままだ。しかし、光明もある。「社
会を少しでも良くし、未来を切り開きたい」とする個人や企業の動きだ。これを「ソーシャル・パ
ワー」と名付けたい。 編集長＝森  摂、副編集長＝吉田 広子、編集委員＝高馬 卓史（敬称略）
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で
は
な
く
、
民
主
党
政
権
も
含
め

て
、
人
口
減
少
や
貧
富
格
差
を
改

善
で
き
た
政
権
は
こ
の
10
年
に
は

な
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
な
か
、
企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
協
働
を
中
心
と
し
て
、「
社
会

を
少
し
で
も
良
く
し
た
い
」と
い

う
動
き
が
少
し
ず
つ
高
ま
っ
て
き

た
。

　

こ
う
し
た
個
人
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企

業
に
よ
る
、
利
他
的
で
、
社
会
的

課
題
を
解
決
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
や
行
動
に
つ
い
て
、
こ
れ
を

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
パ
ワ
ー
」と
名
づ

け
た
い
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
崩
壊
し
た
後

の
日
本
経
済
に
つ
い
て
は
か
な
り

悲
観
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

だ
が
、
唯
一
の
救
い
が
あ
る
と
す

れ
ば
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
パ
ワ
ー
」に

よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
地
域
経

済
を
活
性
化
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
底
上

げ
す
る
こ
と
だ
。

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
パ
ワ
ー
」を
高
め

る
こ
と
は
、
日
本
に
と
っ
て
最
後

の
成
長
戦
略
で
は
な
い
か
。
そ
の

担
い
手
で
あ
る
個
人
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

企
業
が
連
携
し
て「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ビ
ジ
ネ
ス
」を
起
こ
し
、
新
し
い
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
や
新
し
い
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
世
の
中
に
提
供
す

る
。

　

こ
れ
を
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
、
ブ
ロ
グ
な
ど「
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
」が
増
幅
し
、

多
く
の
人
に
伝
え
て
い
く
。
こ
れ

に
共
感
し
た
人
た
ち
が
、
さ
ら
に

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
応
援

し
て
い
く
。

　

こ
ん
な「
正
の
ス
パ
イ
ラ
ル
」を

巻
き
起
こ
す
こ
と
こ
そ
、
社
会
課

題
が
山
積
し
た
現
代
日
本
に
と
っ

て
、
唯
一
の
処
方
箋
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
パ
ワ
ー
」と
い
っ

て
も
、２
０
１
３
年
の
日
本
に
、
い

き
な
り
現
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

　

鎌
倉
時
代
か
ら
戦
前
の
日
本

ま
で
名
を
馳
せ
た「
近
江
商
人
」の

思
想
は
、
現
代
日
本
に「
三
方
よ

し
」と
し
て
伝
わ
る（
本
誌
今
号
32

ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）。

「
三
方
よ
し
」の
言
葉
は
戦
後
に

で
き
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の

思
想
は
数
百
年
に
わ
た
り
、
こ
の

日
本
に
息
づ
い
て
き
た
。

　

三
菱
財
閥
の
第
４
代
総
帥

で
あ
る
岩
崎
小
彌
太
の
訓
示
を

１
９
３
４
年
に
ま
と
め
た
の
が
三

菱
の「
三
綱
領
」だ
が
、
こ
こ
に
も

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
パ
ワ
ー
を
感
じ
さ

せ
る
も
の
が
あ
る
。

　

す
な
わ
ち「
所
期
奉
公
」「
処
事

光
明
」「
立
業
貿
易
」
で
、
こ
の
う

ち
所
期
奉
公
と
は
、
利
益
追
求

に
は
限
度
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
利
益
は
社
会
に
還
元
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え

方
だ
。
そ
の
英
訳
はC

orporate 

R
esponsibility to Society 

。

小
彌
太
は
70
年
以
上
前
に
、
企
業

の
社
会
的
責
任
の
重
要
性
を
唱
え

て
い
た
。

　

戦
後
ま
も
な
い
１
９
４
６
年
に

発
足
し
た
経
済
同
友
会
も「
企
業

は
社
会
の
公
器
で
あ
る
」と
の
自

覚
の
も
と
、「
経
営
者
の
社
会
的
責

任
の
自
覚
と
実
践
」を
早
く
か
ら

打
ち
出
し
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
企
業
と
社
会
と
の
相

互
信
頼
を
重
要
視
す
る
考
え
方

は
、
古
今
東
西
を
問
わ
な
い
。

　

イ
ン
ド
で
は
、
す
べ
て
の
上

場
企
業
が「
当
期
利
益
の
う
ち
何

パ
ー
セ
ン
ト
を
社
会
に
還
元
す
る

か
」
を
コ
ミ
ッ
ト（
公
表
し
て
約

束
）し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
小
型

の
格
安
乗
用
車「
ナ
ノ
」で
有
名
な

タ
タ
・
グ
ル
ー
プ
は
当
期
利
益
の

６
％
を
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
イ
ン
ド
で
も
高
い
数
字

だ
。
そ
れ
は
タ
タ
の
創
業
者
で
あ

る
Ｊ
・
Ｎ
・
タ
タ
が
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー

教
の
信
者
で
あ
り
、
ヒ
ン
ズ
ー
教

が
多
数
の
イ
ン
ド
で
生
き
抜
き
、

企
業
を
成
長
さ
せ
る
た
め
に
は
、

社
会
貢
献
が
不
可
欠
だ
っ
た
か
ら

だ
。

　

タ
タ
・
グ
ル
ー
プ
で
は
、
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
労
働
者
へ
の
無
料

住
居
の
提
供
、
私
立
学
校
、
障
が

い
の
あ
る
子
ど
も
や
若
者
の
た
め

の
教
育
セ
ン
タ
ー
、
総
合
病
院
な

ど
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
社
会
貢
献

を
続
け
て
い
る
。

　

１
９
１
２
年
に
、
タ
タ
は
世
界

に
先
駆
け
て
、
１
日
８
時
間
労
働

制
を
導
入
し
た
。
今
か
ら
１
０
０

年
前
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。
さ
ら

に
、
世
界
で
初
め
て
近
代
的
な
年

金
制
度
、
労
災
補
償
、
出
産
給
付

金
を
導
入
し
た
。

「
タ
タ
・
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
の
支

出
を
営
業
上
の
投
資
と
見
な
し
て

い
る
。
我
々
に
と
っ
て
、
地
域
社

会
の
支
援
は
製
造
に
必
要
な
固
定

「
善
良
す
ぎ
て
潰
せ
な
い
」

「
正
の
ス
パ
イ
ラ
ル
」が
カ
ギ

費
で
あ
る
」（「
善
良
す
ぎ
て
潰
せ

な
い
│
タ
タ
・
グ
ル
ー
プ
の
歴
史
」

ア
ン
・
グ
ラ
ハ
ム
著
）

「
人
に
さ
れ
た
い
よ
う
に
人
に
せ

よ
」（
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト「
山
上
の

垂
訓
」）や「
人
間
の
ま
こ
と
の
富

は
、
彼
が
こ
の
世
で
行
う
善
事
で

あ
る
」（
マ
ホ
メ
ッ
ト
）に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
宗
教
が

「
利
他
」の
精
神
を
説
い
て
き
た
。

　

そ
れ
は
、
利
他
的
で
あ
る
こ

と
が
社
会
に
お
い
て
も
、
ビ
ジ
ネ

ス
に
お
い
て
も
最
強
の
武
器
で

あ
り
、「
生
き
抜
く
」た
め
の
秘
け

つ
で
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
フ
ォ
ー

チ
ュ
ン
誌
は
、
タ
タ
を「
イ
ン
ド
で

最
も
愛
さ
れ
る
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ

ト
」と
評
し
て
い
る
。

　

日
本
で
も
、
こ
の
10
年
間
で
社

会
貢
献
や
利
他
的
な
活
動
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
。
そ
の

原
動
力
は
、「
阪
神
淡
路
」と「
東
日

本
」と
い
う
二
度
の
大
震
災
だ
ろ

う
。
多
く
の
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
経
験
し
、
他
人
に
奉
仕
す

る
充
実
感
と
喜
び
を
味
わ
っ
た
。

　

１
９
９
８
年
に
特
定
非
営
利
活

動
促
進
法（
通
称
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
）が
出

社
会
騒
乱
多
発
の
一
歩
手
前
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途
上
国
の
貧
困
問
題
を
、
さ
ま

ざ
ま
な
製
品
開
発
を
通
じ
て
解
決

し
よ
う
と
す
る
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
コ
ペ

ル
ニ
ク
の
代
表
の
中
村
俊
裕（
38
）

も
、
そ
の
一
人
だ
。
京
大
法
学
部

を
卒
業
し
た
も
の
の
、
父
と
は
同

じ
法
曹
界
に
は
進
ま
ず
、
英
国
留

学
を
経
て
、
国
際
開
発
援
助
の
道

に
身
を
投
じ
た
。

　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
経
て
、
国

連
開
発
計
画
で
東
テ
ィ
モ
ー
ル

や
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
の
現
場
を
経
験

し
た
後
、
２
０
１
０
年
２
月
に
コ

ペ
ル
ニ
ク
を
立
上
げ
た
。
中
高
生

だ
っ
た
中
村
を
鼓
舞
し
た
の
は
、

明
石
康
や
緒
方
貞
子
ら
日
本
人
の

国
連
組
の
活
躍
だ
っ
た
と
い
う
。

「
新
聞
の
小
さ
な
コ
ラ
ム
で
明
石

さ
ん
を
見
て
、
へ
え
と
思
っ
た
。日

本
人
で
こ
う
い
う
人
も
い
る
。
自

分
も
や
り
た
い
と
思
っ
た
」。

　

社
員
食
堂
の
食
事
代
か
ら
20

円
分
を
寄
付
し
て
も
ら
い
、
途
上

国
の
貧
困
問
題
の
解
決
と
先
進

国
の
食
生
活
改
善
に
充
て
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人「
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｌ
Ｅ 

Ｆ
Ｏ

Ｒ 

Ｔ
Ｗ
Ｏ
」
を
率
い
る
小
暮
真

久
も
中
村
と
同
じ
世
代
だ
。
こ
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
こ
の
数
年
で
急
成
長

し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る

団
体
数
は
５
５
０
、
寄
付
総
額
は

３
億
８
９
４
０
万
円
に
達
し
た
。

　

奇
遇
な
こ
と
に
、
中
村
も
小
暮

も「
マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
・
ア
ン
ド
・
カ

ン
パ
ニ
ー
東
京
支
社
勤
務
」と
い
う

共
通
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
。
こ
の

二
人
だ
け
で
な
く
、
高
給
を
捨
て

て
社
会
貢
献
の
道
に
飛
び
込
む
若

い
世
代
は
後
を
絶
た
な
い
。
数
多

く
の
有
名
企
業
の
若
者
や
、
若
手

の
高
級
官
僚
が
そ
の
キ
ャ
リ
ア
を

捨
て
て
、
少
し
で
も
社
会
を
良
く

し
た
い
と
い
う
思
い
で
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
転
進
し
て
い
る
。

「
社
会
起
業
家
」と
も
呼
ば
れ
る

彼
ら
は
、
今
後
の
日
本
経
済
の
中

で
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
れ
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ
れ
、株

来
た
の
も
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の

影
響
が
大
き
い
と
さ
れ
る
。

　

そ
の
間
、
日
本
は「
失
わ
れ
た
20

年
」と
呼
ば
れ
る
経
済
停
滞
を
経

験
し
、
さ
ら
に
２
０
０
１
年
か
ら

の「
小
泉
改
革
」が
非
正
規
雇
用
者

の
増
加
や
、
貧
富
の
格
差
の
増
大

を
加
速
さ
せ
た
。

　

貧
富
の
格
差
を
表
す「
ジ
ニ

（
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
）係
数
」は
、
38
・
１
％

（
２
０
０
２
年
世
界
銀
行
調
べ
）で
、

20
年
間
で
10
ポ
イ
ン
ト
も
増
え

（
格
差
が
拡
大
）、
そ
の
後
も
増
え

て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
ジ
ニ
係
数

の
警
戒
ラ
イ
ン
は「
40
％
」で
、
こ

れ
を
超
え
る
と
、
社
会
騒
乱
が
多

発
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

　

さ
ら
に
２
０
０
８
年
を
ピ
ー
ク

に
人
口
減
少
が
始
ま
り
、
先
進
国

の
中
で
最
も
早
く
、
最
も
速
い
人

口
減
少
の
波
に
飲
ま
れ
始
め
た
。

　

ち
な
み
に
、
人
口
減
少
は「
先

進
国
共
通
の
現
象
」
と
さ
れ
て

い
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
人
口
は

２
０
０
５
年
の
６
０
２
４
万
人
か

ら
２
０
１
２
年
に
は
６
３
０
７
万

人
と
、
２
８
３
万
人
も
増
え
た
。

フ
ラ
ン
ス
も
同
時
期
に
１
４
５
万

人
、
イ
タ
リ
ア
で
も
２
４
３
万
人

増
え
た
。「
人
口
減
少
の
バ
ス
に

乗
っ
た
」の
は
日
本
だ
け
と
い
う

可
能
性
も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
人
口
減
少
と
貧
富
格

差
の
拡
大
を
背
景
と
し
て
、
日
本

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
課
題
が

噴
出
し
た
。
過
疎
や
人
口
の
偏
在
、

地
方
景
気
の
低
迷
、
貧
困
家
庭
の

増
加
、
教
育
水
準
の
低
下
な
ど
、

枚
挙
に
暇
が
無
い
。

　

こ
う
し
た
社
会
的
課
題
を
解
決

し
よ
う
と
す
る
意
識
が
ま
ず
芽
生

え
た
の
は
、
40
歳
以
下
の
比
較
的

若
い
層
だ
ろ
う
。
彼
ら
は
人
生
の

早
い
段
階
で
二
度
の
震
災
を
経
験

し
、
社
会
の
停
滞
の
中
で
育
っ
て

き
た
。

式
会
社
で
あ
れ
、
業
容
を
広
げ
る

に
連
れ
て
雇
用
を
増
や
し
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
も
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
動
き
が「
個
人
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
パ
ワ
ー
」
を
源
に

し
て
い
る
と
す
れ
ば
、一
方
で「
企

業
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
パ
ワ
ー
」も
目

立
っ
て
き
た
。
日
本
で
は「
Ｃ
Ｓ
Ｒ

元
年
」と
呼
ば
れ
る
２
０
０
３
年

が
一
つ
の
転
機
に
な
っ
た
。

　

多
く
の
企
業
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
専
門

部
署
を
置
き
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を
始

め
て
か
ら
10
年
経
つ
が
、
試
行
錯

誤
を
経
て
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た
動

き
に
な
っ
て
き
た
。

　

最
近
特
に
目
立
つ
の
は
、「
社

会
貢
献
型
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」か
ら「
事
業
型

Ｃ
Ｓ
Ｒ
」
へ
の
流
れ
だ
。
社
会
貢

献
型
と
は
、
余
剰
利
益
の
中
か
ら

の
寄
付
や
、
地
域
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
請

わ
れ
た
受
動
的
な
寄
付
を
意
味
す

る
。

　

一
方
で
、
事
業
型
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
、

①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域
と
協
働
し
②
本

業
の
強
み
を
生
か
し
て
③
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
社
会
貢
献
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に

取
り
組
む
こ
と

│
と
い
う
定
義

で
よ
い
だ
ろ
う
。

二
人
の
マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
出
身

「
事
業
型
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」動
き
加
速

ソーラーランタンを手にするコペルニク中村代表。コペ
ルニクは、オンライン上で寄付を集め、途上国のNPOに
現地で必要な製品を寄付している
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も
ち
ろ
ん
地
域
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の

寄
付
は
意
義
が
大
き
く
、
今
後
も

増
え
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

だ
が
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を「
コ
ス
ト
セ
ン

タ
ー
」で
は
な
く
、「
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト

セ
ン
タ
ー
」と
し
て
育
成
し
た
ほ
う

が
よ
り
持
続
的
で
あ
る
し
、
社
会

的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き
い
。

　

こ
う
し
た
事
業
型
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
、

同
時
に「
企
業
に
よ
る
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
」で
も
あ
り
、
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

の
マ
イ
ケ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
が
提
唱

し
た
Ｃ
Ｓ
Ｖ（
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ン

グ
・
シ
ェ
ア
ー
ド
・
バ
リ
ュ
ー
）と

も
軌
を
一
に
す
る
。

　

企
業
が
な
ぜ
続
々
と
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
手
掛
け
始
め
る

の
か
。
こ
れ
は
、
２
０
０
３
年
か

ら
の
最
初
の
10
年
で
あ
る「
日
本

の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
黎
明
期
」に
は
不
明
確

だ
っ
た「
企
業
は
な
ぜ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活

動
を
す
る
の
か
」と
い
う
命
題
に

対
す
る
答
え
が
、
明
確
に
な
っ
て

き
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　

そ
の
答
え
は
、
言
う
ま
で
も
な

く「
企
業
価
値
を
高
め
る
た
め
」で

あ
る
。
企
業
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ
や
社
会
貢

献
活
動
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

社
会
か
ら
の
信
任
が
厚
く
な
り
、

「
将
来
の
顧
客
」を
育
て
る
こ
と
に

つ
な
が
る
。

　

Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
が
従
業
員
満
足
度

（
Ｅ
Ｓ
）や
顧
客
満
足
度（
Ｃ
Ｓ
）を

高
め
る
と
、
多
く
の
企
業
経
営
者

が
口
を
そ
ろ
え
る
。

　

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
の
佐
藤
正

敏
会
長
は「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
徹
底
す
る

こ
と
で
、
社
員
た
ち
が
コ
モ
ン
セ

ン
ス（
常
識
）を
発
揮
で
き
、
一
人

ひ
と
り
が
誇
り
を
持
つ
よ
う
に
な

る
」と
証
言
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

不
祥
事
を
防
ぐ
と
い
う
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
出
て

く
る
。

　

実
例
は
、
次
ペ
ー
ジ
か
ら
の
表

に
も
あ
る
通
り
、
実
に
豊
富
だ
。

こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
て
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ

の
専
門
部
署
だ
け
で
は
な
く
、
よ

り
多
く
の
社
員
を
巻
き
込
ん
だ
動

き
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
場
合
も

や
は
り
40
歳
以
下
の
若
手
が
主
軸

に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
う
。

　

王
子
ネ
ピ
ア
取
締
役
の
今
敏
之

や
、
中
越
パ
ル
プ
工
業
営
業
企
画

部
長
の
西
村
修
の
よ
う
に
、
企
業

に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
専
門
部
署
が
な
く
て

も
独
自
の「
事
業
型
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」を
手

掛
け
る
幹
部
社
員
の
例
も
増
え
て

き
た
。
今
は
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
衛

生
状
態
を
改
善
す
る「
千
の
ト
イ

レ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
発
案
・
実
行

し
、
西
村
は「
竹
紙
の
普
及
」を
通

じ
た
竹
の
放
置
林
問
題
に
取
り
組

む
。

　

こ
う
し
た
企
業
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
動
き
は
、
新
た

な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
い
ま
日

本
で
は
、
間
伐
の
手
が
入
ら
な
い

「
放
置
林
」の
問
題
が
取
り
沙
汰
さ

れ
て
い
る
が
、「
放
置
竹
林
」の
問

題
も
大
き
い
。

　

特
に
竹
は
成
長
が
早
く
、
樹
勢

が
密
に
な
り
や
す
い
の
で
、
手
を

入
れ
る
の
が
や
っ
か
い
な
存
在
だ
。

だ
が
、
竹
の
有
効
利
用
法
が
確
立

さ
れ
れ
ば
、
問
題
は
一
歩
前
進
す

る
と
と
も
に
、
新
た
な
市
場
を
生

み
出
す
可
能
性
も
秘
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
流
れ
は「
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」と
し
て
注

上・TABLE FOR TWO、直 訳 す
ると「二人の食卓」。先進国と開発
途上国の子どもたちが、時間と空
間を越え食事を分かち合うという
コンセプトで生まれた
下・10月16日の世界食料デーに
合わせ、TFTは高島屋ともコラボ
商品を展開した

目
さ
れ
る
。

　

実
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
も
、
慶

応
大
学
教
授
の
竹
中
平
蔵
の
助
言

に
よ
っ
て「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

推
進
」を
掲
げ
て
い
る
。
だ
が
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
が
想
定
す
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
は
技
術
革
新
の
色
彩
が

強
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は「
社
会
変

革
」と
訳
さ
れ
る
通
り
、
社
会
や
ビ

ジ
ネ
ス
の
仕
組
み
が
変
わ
る
こ
と

を
意
味
す
る
。
両
者
は
似
て
い
る

よ
う
で
大
き
く
異
な
る
の
だ
。

◆

「
人
間
は
元
来
、
利
己
的
な
存
在

だ
か
ら
、
各
人
が
自
己
の
利
益
を

最
大
に
す
る
べ
く
行
動
す
れ
ば
、

世
の
中
は『
神
の
見
え
ざ
る
手
』に

よ
っ
て
導
か
れ
、
す
べ
て
う
ま
く

い
く
」。『
国
富
論
』で
知
ら
れ
、
資

本
主
義
の
基
本
を
確
立
し
た
ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
の
言
葉
だ
。

　

企
業
に
と
っ
て
は
、
自
社
の
価

値
を
高
め
る
た
め
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動

で
あ
り
、
個
人
に
と
っ
て
も
、
社

会
に
貢
献
す
る
喜
び
を
味
わ
う

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
と
す
れ

ば
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
パ
ワ
ー
」
も

「
神
の
見
え
ざ
る
手
」に
よ
る
も
の

か
も
知
れ
な
い
。

企
業
価
値
を
高
め
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ

「
神
の
見
え
ざ
る
手
」な
の
か
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